
広島を拠点として活動する

柳幸典は、戦後の日本の歴

史にかかわる問題――昭和

天皇、南北朝鮮問題、核兵器

問題、そして第9条など――

を扱った、美しくありなが

らも議論を呼ぶ作品を作り

続けてきた。

1995年、第二次世界大戦終

結50周年記念として、

ニューヨークのクイーンズ

美術館は Project Article 9 と

呼ばれる展示を開催し、柳

幸典はその展示に、本作品

「ザ・フォービドゥン・ボッ

クス」を展示した。この作品

は、1945年に広島に投下さ

れた原子爆弾の名前「リト

ル・ボーイ」と刻まれた箱が

開き、そこからキノコ雲が

プリントされた17フィート

（約5.1m）の長さの二枚の織

物パネルが現れている、と

いう構成となっている。

前面の織物パネルには、

マッカーサーの第9条原案

がプリントされている。後

方の織物には現行の第9条

の最終版がプリントされて

おり、前面の半透明なマッ

カーサー原案を通して、現

行の第9条をぼやけたイ

メージとして見ることがで

きる。繊細な織物に表現さ

れているキノコ雲は、その

印象が色褪せてゆき、情緒

的な動揺とともに広島の記

憶を呼び起こすのである。

日本人の鑑賞者ならば、

「ザ・フォービドゥン・ボッ

クス」から、日本の昔話「 浦

島太郎」を思い浮かべるで

あろう。漁師の浦島太郎は

亀を助け、亀はお礼に太郎

を水中の竜宮城に連れてい

く。そこで太郎はお姫様に

会い、決して開けてはなら

ないという不思議な箱を受

け取る。太郎は竜宮城の時

間が地上よりゆっくり流れ

ていることには気づいてお

らず、地上に戻ると700年の

時が経過しており、家族は

とうの昔に亡くなってし

まっている。深い悲しみに

打ちひしがれ、太郎は箱を

開く。すると白い煙が立ち

現れ、太郎は地上での本来

の歳をとり死んでしまう。

柳はこの作品に、パンドラ

柳幸典の作品「バンザイ・

コーナー」は、部屋の角に向

かって万歳をする無数の初

代ウルトラマンとウルトラ

マン・セブンのフィギュアを

鏡を使って反射させること

により、日本の軍艦旗を描き

出した作品である。しかし、

なぜアーティストは、この軍

艦旗を描き出すのに、ウルト

ラマンを必要としたのだろ

うか？

「ウルトラマン」は1966年円

谷プロダクションが製作し

たヒーローものであり、その

中でも最高傑作と謳われて

いるのが、1967年の「ウルト

ラセブン」である。「ウルトラ

セブン」では、地球が宇宙人

に狙われている、という設定

から、人類の平和のために戦

う地球防衛軍と、それに協力

するヒーローであるウルト

ラマン（ウルトラ警備隊員である

モロボシ・ダン）という構図から

成立している。地球防衛軍と

いう軍事機構が組織されて

いるという設定や、宇宙人に

対する諜報戦が多く、軍事

色が強い物語となっている

が、ここには当時の冷戦やベ

トナム戦争が色濃く反映さ

れている。

ウルトラセブンの第42話「ノ

ンマルトの使者」では、現代

の人類の登場以前に地球で

栄えた人類として、地底人ノ

ンマルトが登場する。身長

170センチメートル、体重70

キログラムのノンマルトは

その昔、現在地球上に生活

する人類の侵略により、住み

家を追われ、海底へと逃げ

ていったと言う設定となっ

ている。その海底で平和に暮

らしていたノンマルトは、海

底にまで人類の魔の手が伸

びてきたことを悟り、イギリ

スの原子力潜水艦グローリ

ア号を奪取して地上を攻撃

する。

ウルトラマンに変身して地球

を守る主人公のモロボシ・ダ

ンは、実はM78星雲から地球

観測に来た宇宙人であり、侵

略の危機にさらされる地球

人を助けるべく、地球に留

まったのだった。しかしここ

で宇宙人であるウルトラマン

は、「ノンマルト」の名前を聞

いた際、ハっと我に返り、こう

自問する。

ウルトラセブンの故郷である

M78星雲では、地球人のこと

を「ノンマルト」と呼ぶ。つま

り、彼が本来守らなくてはな

らない「地球人」は、現在の人

類によって住み家を奪われ

た「ノンマルト」であって、現

在の地上に生活している人

類は、もしかしたら侵略者な

のではないか？　そしてもし

地球上に暮らしている人類

が地球の侵略者だったとす

るのであれば、ウルトラ警備

隊の一員として働く彼自身

は、地球上の「人類」という侵

略者の協力をしていることに

なるのではないか？　そう自

問するのだ。

しかし、最後はウルトラ警備

隊によってノンマルトの海底

都市は破壊されてしまい、真

実は明らかにされなかった。

しかし、何故こんな深遠なる

テーマが、ウルトラマンとい

うヒーローものと関係して

いるのだろうか、と考えた際、

「沖縄」というキーワードが

立ち現れる。ウルトラマンシ

リーズの脚本を担当した金

城哲夫は、沖縄出身の父と

ペルー育ちのクリスチャン

の母の下に東京に生まれ、そ

の後沖縄戦を経験後、アメリ

カ領となった沖縄に育ち、東

京の大学へと「留学」を経験

している。ウルトラマンの作

品の中には、チブル星人（琉球

語で「頭」を意味する）など沖縄

に関するキャラクターが多

く登場するが、金城はノンマ

ルトに仮託して沖縄と本土、

の箱のギリシャ神話も取り入れている。パンドラの箱では、パ

ンドラが世界中の災いを封じ込めているとされる箱を開い

た後、「希望」が消え去ってしまう前に蓋を閉じる。この神話

において、もし「希望」が箱に残ったとするならば、広島に投

下され、巨大なキノコ雲を発生させた原子爆弾「リトル・ボー

イ」と名づけられた禁断の箱が開かれた後に書かれた第9条

は、〈希望〉と捉えるに値するであろう。

日本は第二次世界大戦中に原爆の犠牲となっているが、柳は

日本が侵略国であったことも決して忘れていない。作品「ク

リサンスマム・カーペット」(1994)においては、深紅の絨毯の中

心に日本帝国の象徴である菊の形が含まれている。真鍮でで

きた花びらは、中心のひとつを除き、"loves me, loves me not"と

いうフレーズがさまざまなアジア圏の言葉で散りばめられて

いる。「クリサンスマム・カーペット」が1994年に初めて展示

された際に壁面に設置された作品「アジア-パシフィック・ア

ントファーム」では、大東亜共栄圏諸国の旗を表現した色の

ついた砂が入った36個の透明な箱の中を蟻が這い回り、日本

の過去の植民地政策を思い起こさせる。

この「ザ・フォービドゥン・ボックス」がフィラデルフィアにあ

るThe Fabric Workshop and Museum（FWM)とのコラボレーショ

ンで制作されたという点は大変重要である。アーティストは、

コラボレーションという過程を用いて攻撃する側と犠牲者

側の両サイド－すなわち原子爆弾を投下した側と、原子爆弾

による攻撃に苦しんだ側－を関与させることにより、アート

がコミュニケーションツールでもあることを明らかにしたの

である。

犠牲者達の感情を理解することは、〈他〉を理解することへの

基本過程でもあり、それによって将来の犠牲を防ぐことがで

きる。原子爆弾の生存者にとっての〈希望〉は、新たに核兵器

に苦しむ犠牲を生み出さないことである。第9条とは、戦争の

放棄であり、将来の戦争犠牲を防ぐという先例のないチャレ

ンジでもある。これが、私達が「ザ・フォービドゥン・ボックス」

のなかで探しあてようとしている〈希望〉なのである。

（英文テキストより訳出、翻訳：齋藤愛子）

なぜ森村泰昌はこれほどま

でに三島由紀夫にこだわる

のか。初めは自らの現代美

術表現の一つの題材に過ぎ

なかったはずだ。同じよう

なパフォーマンスとしては、

ヒトラーやレーニンもやっ

ている。又、類似した系譜の

作品としては、以下のよう

なものがある。

1960年　浅沼稲次郎が、山

口二矢に暗殺される

1663年　ケネディ暗殺犯

オズワルドがジャックル

ビーに暗殺される

1968年　ベトナム戦争下

でのベトコン処刑

他にもある。「20世紀」を代

表する事件を題材として自

らのアートにしている。と

ころが1970年「三島由紀夫

自衛隊のクーデター未遂」

は他の題材とは全く違う。

森村のアートという枠を食

い破って、題材の三島が自

己主張を始めている。写真

からビデオ、そして生身の

パフォーマンスになるにつ

れ、さらにそれは顕著にな

る。題材がアーティストを

衝き動かしている。さらに、

どこに行くかわからない。

「三島のパフォーマンスは

もうやりたくない」と森村

は言う。その怖さを感じた

からだろう。

この題材だけは「終わった

事件」ではない。今も続き、

日本人を精神の奥底で衝き

動かしている事件だ。森村

は２０世紀の事件を切り取

り、自らのアートにした。そ

こで表現し、位置を与えた。

しかし、三島だけは、固定化

されない。その位置に満足

していない。

２１世紀ではなく、なぜ２

０世紀の事件にひかれるか

について森村は言っている。

過去への畏敬と敬意なし

には未来はありえない。

その関係性の中に表現は

あるのではないか。真新

しい２１世紀的なものが

猛スピードでつくられて

いる現在、「20世紀とはな

んであったか」と問うこ

とは、過去を顧みるのみ

ならず現代、そして未来

を問うことに繋がるので

はないだろうか

過去を決して懐かしむので

はない。２０世紀という過

去を、現在の表現者（作家自

身）という「器」にうつしか

える。という。

題材はさまざまな男たち

による様々な事件を再構

築してつくられています。

それらは昨今のバーチャ

ルな世界ではなく、血と

汗と肉体が激突する世界

です。そのぶつかりあい

が激しい火のように感じ

られ、２０世紀を「烈火の

季節」と呼んでみたかっ

た

その烈火の中でも最も大き

な炎が三島事件だ。現に今

も燃え盛っている。「器」の

森村さえも、その猛火は舐

め尽くそうとしている。

このように思うのは僕自身

の体験から来るものかもし

れない。それが、この事件、

そして森村のアートを冷静

に、客観的に観ることを妨

げている。いや、僕だけでは

ない。日本人のほとんどが

そうだろう。

三島事件は1970年11月25

日に起きた。今から37年前

だ。しかし、「昨日のことの

ように」思い出す人は多い

はずだ。日本人ならば。

三島由紀夫は「楯の会」の森

田必勝、小川正洋、小賀正義、

古賀浩靖の四人を伴い、

市ヶ谷の陸上自衛隊（東部

総監部）を占拠し、自衛隊員

に「憲法改正」「クーデター」

をよびかけた。だが失敗。三

島は、森田と共に自決した。

三島は世界的に著名な作家

だった。「ノーベル文学賞」

を取るのは確実と思われて

いた。と同時に、三島は国を

憂える行動の人だった。国

への思い、政治的考えを文

章化するだけでは満足でき

なかった。100人の学生を

集め「楯の会」をつくり、自

衛隊に体験入隊した。

「1970年の日米安保条約改

美
術
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
し
ば
ら
く

た
っ
た
あ
る
日
、下
道
は
近
所
に
廃
墟
と
化

し
た
二
階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
が

あ
る
の
を
見
つ
け
た
。第
二
次
世
界
大
戦
中

に
変
電
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
そ
の
建

物
に
は
、マ
シ
ン
ガ
ン
の
銃
撃
に
よ
る
無
数

の
弾
痕
が
付
い
て
い
た
。そ
の
奇
妙
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
特
有
の
美
し
さ
に
、ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。

下
道
は
、こ
の
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
と
こ
ろ

に
戦
争
破
壊
の
現
実
が
在
る
こ
と
に
驚
き
、

忘
れ
ら
れ
た
戦
争
の
風
景
を
写
真
に
収
め
始

め
た
。日
本
の
美
術
学
校
で
〝
西
洋
絵
画
〞

を
扱
う
事
に
違
和
感
を
も
っ
て
い
た
彼
は
、

戦
争
の
跡
に
出
会
っ
た
時
、〝
絵
画
で
は
な

く
、写
真
だ
〞
と
実
感
し
た
と
言
う
。そ
れ
以

来
、彼
は
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
建
物
の
写
真

を
撮
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
作
品「
戦
争
の
か
た
ち
」に

は
、砲
台
や
丸
薬
を
備
え
た
小
型
防
御
陣
地
、

そ
し
て
戦
闘
機
を
防
御
す
る
た
め
の
掩
蔽
壕

（
え
ん
ぺ
い
ご
う
）
な
ど
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。こ
の
第
9
条
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示

に
お
い
て
、彼
は「
無
題（
鳥
居
）
」と
い
う
進
行

中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品
を
選
ん
だ
。

「
無
題（
鳥
居
）
」は
、か
つ
て
日
本
の
植
民
地

で
あ
っ
た
場
所
に
残
る
、神
道
の
神
社
を
撮

影
し
た
シ
リ
ー
ズ
作
品
で
あ
る
。写
真
に
写

る
神
道
神
社
は
、第
二
次
世
界
大
戦
時
に
大

日
本
帝
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
地

域
に
、国
家
神
道（
国
家
宗
教
と
し
て
の
神
道
）
の

一
環
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
神
道
神
社
と
強
制
的
な
崇
拝
の

政
策
に
よ
っ
て
、大
日
本
帝
国
は
大
東
亜
共

栄
圏
に
お
け
る
公
民
化（
帝
国
民
の
形
成
）
を
進

め
た
。そ
の
政
策
に
は
、天
皇
崇
拝
の
義
務
、

国
旗
日
の
丸
の
掲
揚
、そ
し
て
国
家
〝
君
が

代
〞
の
斉
唱
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。戦
争

の
道
具
で
あ
る
と
同
時
に
、豊
作
祈
願
す
る

と
い
う
昔
か
ら
の
役
割
を
も
つ
神
社
も
あ

る
。こ
う
し
た
神
社
は
ア
ジ
ア
全
域
に
建
て

ら
れ
、そ
の
数
は
1
6
0
0
余
り
に
お
よ
ぶ
。

下
道
の
写
真
に
は
、神
道
神
社
の
神
域
へ
の

入
り
口
を
示
す
門
と
し
て
〝
鳥
居
〞 

 

が
、

穏
や
か
な
草
む
ら
、荒
れ
果
て
た
土
地
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
、そ
し
て
神
道
神
社
の
前
に
あ

ら
わ
れ
る
。時
に
は
鳥
居
そ
の
も
の
が
、ベ

ン
チ
に
な
っ
て
い
た
り
も
す
る
。

一
つ
確
か
な
事
と
し
て
い
え
る
の
は
、下
道

の
写
真
の
中
の
鳥
居
は
、意
味
を
も
た
な
い
、

と
い
う
事
で
あ
る
。鳥
居
は
公
民
化（
帝
国
民
の

形
成
）
の
目
的
の
為
に
作
ら
れ
、そ
の
当
初
の

目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く
忘
れ
去
ら
れ
た
。

戦
後
、鳥
居
は
取
り
残
さ
れ
存
在
し
て
い
る

が
、日
常
生
活
の
中
に
お
い
て
は
無
意
味
な

た
だ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
以
外
の
な
に
も

の
で
も
な
い
。戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
63

年
の
間
に
景
色
は
様
変
わ
り
し
、こ
の
取
り

残
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
の
中
に
戦
争

の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な

い
。下
道
は
こ
の
遺
物
を
、現
在
か
ら
遠
く
離

れ
て
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
で
私
達
に
結
び
つ

い
て
い
る
戦
争
の
現
実
と
し
て
、静
か
に
描

き
と
っ
た
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
こ
の
試
み
は
、

と
て
も
静
か
で
あ
り
な
が
ら
忘
れ
去
ら
れ
た

戦
争
に
関
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

（
英
文
テ
キ
ス
ト
よ
り
訳
出
、翻
訳
：
齋
藤
愛
子
）

　
「
日
の
丸
」と
一
般
的
に
呼
ば
れ
る
日
本
の
国
旗
は
、

文
字
通
り「
太
陽
の
円
」を
意
味
す
る﹇
★
1
﹈
。照
屋
勇

賢
の『
さ
か
さ
ま
の
日
の
丸
』と
い
う
作
品
は
、安
ら

か
な
、も
し
く
は
平
和
な
時
代
に
お
け
る
解
釈
で
あ

り
、現
代
日
本
に
お
い
て
決
着
が
つ
か
な
い
解
釈
、あ

る
い
は
戦
時
下
の
解
釈（

=
in
te
rp
re
ta
ti
o
n
s 
at
 

w
ar

）で
あ
る﹇
★
2
﹈
。こ
の
日
本
の
国
旗（
に
つ
い
て
の
図

像
）
は
、作
品
の
題
名
と
い
う
言
葉
の
介
在
に
よ
っ
て
、

文
字
通
り
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
。皮
肉
と
不
気
味
さ

を
伴
い
、こ
の
言
語
の
介
入
は
平
和
的
な
解
釈
を
そ

の
作
品
に
与
え
る
。「
平
和
的
な
解
釈
」と
い
う
の
は
、

つ
ま
り
、真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
こ
と
な
く
力
強
く

あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
で
あ
る
。

そ
れ
は
、日
本
国
内
に
お
い
て
平
和
を
守
ろ
う
と
す

る
努
力
が
、国
境
の
外
で
日
本
政
府
が
戦
争
行
為
を

支
持
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
隠
し
て
し
ま
う
時
に

効
果
を
発
揮
す
る
。沖
縄
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
作

家
は
、ど
こ
か
よ
そ
で
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
に
対
し

て
は
無
関
心
な
日
本
の
社
会
に
、異
議
を
唱
え
て
い

る
。し
か
し
こ
こ
で
彼
は
、政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

全
面
に
押
し
出
す
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
さ
り
げ

な
く
、近
代
日
本
の
国
民
国
家
と
白
地
に
赤
い
丸
の

あ
る
も
の
と
の
間
に
あ
る
関
係
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
、

私
た
ち
に
訴
え
て
い
る
。

　　

照
屋
は
、こ
の
旗
を
芸
術
作
品
と
し
て
発
表
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、旗
は
常
に
コ
ピ
ー
で
あ
り
そ
れ
ゆ
え

常
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、私
た
ち

に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
の
作
品
の
円
形
、あ
る

い
は
回
り
く
ど
い
形
式
、こ
の
作
品
が
見
本
に
し
か

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、現
代
の
日
本
社
会
に
お

け
る
唯
我
論
者
が
、日
本
国
憲
法
の
平
和
条
項
で
あ

る
９
条
に
関
し
て
行
っ
て
い
る
自
己
中
心
的
な
議
論

と
ど
こ
か
似
て
い
る
。日
本
で
は
、「
平
和
」
と
い
う

も
の
は
国
内
の
み
の
平
和
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。「
世
界
平
和
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
用
い
ら

れ
る
と
き
、全
世
界
の
調
和
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
も

た
ら
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て
、政
治
家
や
活
動
家
が
用

い
る
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
は
、と
き
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
的
な
色
合
い
を
帯
び
て
し
ま
う
。照
屋
は
、日
本

の
政
治
的
な
言
説
に
お
け
る
「
平
和
」
と
い
う
言
葉

の
客
観
性
を
考
え
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、旗
の
客

観
性
に
対
し
て
も
疑
問
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と

示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
、日
本
の
国
旗
を
芸
術
と
し
て
表
現

し
て
お
り
、学
校
で
教
え
ら
れ
る
歌
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に「
白
地
に
赤
く
日
の

丸
染
め
」た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
旗
は

日
本
を
指
し
て
は
い
な
い
。つ
ま
り
、国
家
の
領
土
を

主
張
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、外
交
に
携
わ
る
大
使
た
ち
を
飾
り
立
て
る
も
の

で
も
な
い
。こ
の
作
品
の
題
名
に
よ
っ
て
旗
は
さ
か
さ

ま
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、そ
れ
は
国
家

を
指
す
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。こ
の
作
品
の
見
た
目

と
題
名
、形
状
と
名
前
と
の
間
の
意
味
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
、ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
。彼
の

作
品
の
題
名
は
、「
名
付
け
る
と
い
う
行
為
そ
の
も

の
」﹇
★
3
﹈
に
私
た
ち
の
注
意
を
向
け
さ
せ
る
。照
屋

は
、対
象
と
そ
の
名
の
間
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
ナ
ン
セ

ン
ス
な
不
条
理
を
引
き
出
す
た
め
に
、こ
の
題
名
を

用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、そ
の
題
名
に
あ
る「
さ
か
さ
ま
」と
い
う

言
葉
に
注
目
し
て
み
よ
う
。こ
の
単
語
は
、何
か
が
あ

べ
こ
べ
で
お
か
し
い
と
い
う
状
態
を
表
す
の
だ
が
、同

時
に「
逆
立
つ
」と
い
う
日
本
語
の
動
詞
と
も
語
根
を

共
有
す
る
。照
屋
の
ユ
ー
モ
ア
は
鋭
く
、そ
の
旗
を
取

り
巻
く
常
識
に
対
し
て
逆
立
つ
。そ
こ
に
は
緊
迫
感

が
漂
う
。し
か
し
彼
は
、知
的
労
働
を
強
い
る
よ
う
な

小
難
し
い
作
品
を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。そ
れ
は
電
光
石
火
の
速
さ
で
私
た
ち
に
示
さ

と
い
う
ナ
ン
セ
ン
ス
な
行
為
の
象
徴
で
あ
る
。琉
球

王
朝
時
代
の
1
6
0
9
年
に
日
本
の
植
民
地
と
な
っ

て
以
来
、沖
縄
は
外
の
権
力
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て

き
た
。第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本
が
敗
戦
し
た
後
か

ら
1
9
7
2
年
、つ
ま
り
日
本
へ
の
返
還
を
求
め
る

政
治
運
動
が
成
功
を
収
め
た
そ
の
年
ま
で
、沖
縄
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
占
領
さ
れ
た
。復
帰
運
動
を
支

え
た
人
々
の
平
和
へ
の
願
い
も
む
な
し
く
、今
日
、占

領
は
日
米
両
国
の
軍
事
基
地
と
い
う
形
で
残
存
し

続
け
て
い
る
。そ
の
軍
事
基
地
は
、日
本
の
沖
縄
以
外

の
地
域
と
比
較
す
る
と
、過
剰
な
ほ
ど
沖
縄
に
集
中

し
て
い
る（
日
本
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
75
％
が
、日
本
の
全

領
土
の
約
1
％
に
相
当
す
る
沖
縄
に
置
か
れ
て
い
る
）
。

　

さ
ら
に
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
に
、こ
の
軍
の
存
在
は
、

日
本
国
憲
法
の
平
和
条
項
と
日
米
安
保
条
約
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。戦
後
日
本
は
、憲
法
第
1
条

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、い
か
な
る
政
治
的
権

威
も
無
い
国
民
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
天
皇
に

付
与
す
る
こ
と
で
、天
皇
の
存
在
を
守
る
代
わ
り
に
、

ア
メ
リ
カ
に
主
権
の
一
部
を
引
き
渡
し
た﹇
★
4
﹈
。し
か
し
、日
本
が
未
来
永
劫
再
軍
備
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
確

実
に
す
る
た
め
、新
憲
法
草
案
者
た
ち
は
、日
本
国
は「
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」﹇
★
5
﹈
と
明
記
さ
れ
た
9
条
を

盛
り
込
ん
だ
。こ
の
さ
か
さ
ま
の
旗
の
よ
う
に
、日
本
の
戦
後
の
平
和
は
、憲
法
1
条
と
9
条
の
間
に
あ
る
未
解
決

の
矛
盾
の
上
に
浮
か
ぶ
幻
想
で
あ
る
。そ
れ
は
、ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
放
射
能
の
た

め
に
、よ
り
い
っ
そ
う
見
抜
く
の
が
難
し
い
幻
想
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、私
た
ち
は
こ
の
さ
か
さ
ま
の
旗
を
ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。私
た
ち
は
、ま
る
で
上
下
が
正

し
く
見
え
る
た
め
に
、そ
れ
が
さ
か
さ
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、可
能
な
限

り
の
ミ
ニ
マ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
表
さ
れ
る
、戦
後
日
本
と
い
う
国
家
に
取
り
込
ま
れ
た
戦
争
機
械
と

し
て
の
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー（
壮
大
な
意
思
表
示
）
を
そ
の
旗
に
見
い
だ
す
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。国
家
に
取

り
込
ま
れ
た
戦
争
機
械
と
は
、東
南
ア
ジ
ア
か
ら
湾
岸
地
域
ま
で
幾
つ
も
の
戦
争
に
お
い
て
米
軍
に
支
え
ら
れ
た

風
景
に
そ
び
え
立
つ
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
経
済
力
の
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
旗
は
、戦
後
憲
法
が
日

本
の
全
体
主
義
を
終
結
さ
せ
、国
民
に
主
権
を
与
え
た
と
、日
本
人
が
信
じ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、そ
し
て
そ
う

い
っ
た
変
革
は
実
際
に
は
起
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
た
だ
単
に
揶
揄
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

沖
縄
の
本
土
復
帰
を
求
め
る
政
治
運
動
の
最
中
、熱
心
に
日
の
丸
を
振
り
続
け
た
も
の
の
結
局
は
軍
隊
が
存
在

し
続
け
た
こ
と
で
自
分
た
ち
の
夢
が
潰
え
て
し
ま
っ
た
沖
縄
の
人
々
に
、す
な
わ
ち
復
帰
後
反
転
し
て
し
ま
っ
た

沖
縄
の
人
々
の
日
の
丸
へ
の
思
い
に
、そ
の
旗
は
共
感
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。復
帰
／
転
換

（=
r
e
v
e
r
s
i
o
n

）
し
す
ぎ
た
た
め
に
そ
の
旗
の
よ
う
に
完
全
に
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
へ
の
、

つ
ま
り
か
つ
て
熱
狂
的
な
復
帰
論
者
だ
っ
た
沖
縄
の
人
々
が
現
在
感
じ
て
い
る
復
帰
の
行
き
過
ぎ
た
結
果
へ
の
巧

妙
な
皮
肉
を
、そ
の
旗
は
私
た
ち
に
授
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。今
と
同
じ
状
況
を
終
わ
ら
せ
る
革
命
の
意
味
を
、

も
し
く
は
悟
り
と
と
も
に
始
ま
る
永
遠
回
帰
と
い
う
革
命
の
意
味
を
、そ
の
旗
は
問
う
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
た
ち
が
そ
の
旗
に
投
影
す
る
問
い
が
何
で
あ
れ
、極
め
て
重
要
な
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。そ
の
旗
を
上
下
さ

か
さ
ま
に
し
た
と
し
て
も
ま
る
で
正
し
く
見
え
る
よ
う
に
、私
た
ち
は
、政
治
的
に
全
く
逆
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間

を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
疑
問
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

正
し
く
置
か
れ
た
日
の
丸
と
さ
か
さ
ま
の
日
の
丸
の
間
に
お
け
る
差
異
は
、一
見
無
い
よ
う
に
見
え
る
。こ
の
差

異
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、も
し
く
は「
ま
っ
た
く
な
い
」こ
と
は
、よ
り
深
い
差
異
を
導
く
。そ
の
差
異
は
、国
旗
が
存

在
し
な
い
と
い
う
可
能
性
を
認
識
し
た
と
き
に
よ
う
や
く
気
づ
く
、対
立
軸
の
中
に
あ
る
。こ
の
旗
自
体
を
否
定

す
る
と
い
う
身
振
り
は
、反
復
帰
論
、つ
ま
り
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
自
体
に
反
対
す

る
主
張
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。沖
縄
の
一
部
の
知
識
人
の
間
で
今
な
お
そ
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
の
立

場
は﹇
★
6
﹈
、国
民
国
家
と
い
う
近
代
的
機
構
と
は
逆
の
可
能
性
を
切
り
開
く
。こ
の
旗
を「
普
通
」に
戻
す
と
い
う

国
家
の
衝
動

―つ
ま
り
9
条
を
改
正
し
、日
本
が
積
極
的
な
軍
事
力
を
展
開
す
る
こ
と
を
促
す
取
り
組
み
の

中
に
見
ら
れ
る
動
き

―を
検
証
す
る
と
い
う
こ
と
を
、照
屋
作
品
は
私
た
ち
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
の
旗
の
よ
う
な
、国
家
の
象
徴
に
由
来
し
な
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
感
覚
を
、私
た
ち
一
人
一
人
が
楽
し

め
る
日
が
い
つ
か
来
る
だ
ろ
う
か
。幾
分
創
造
的
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、日
の
丸
に
関
す
る
ア
ナ
グ
ラ
ム
を

も
っ
て
、こ
の
小
文
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。日
の
丸（
H
i
n
o
m
a
r
u
）
、ユ
ー
モ
ア（
A
/
h
u
m
o
r
/
i
n
）
、昼
間
の

（
h
i
r
u
m
a
n
o
）
、村
の
日（
m
u
r
a
n
o
h
i
）
、ハ
ル
モ
ニ（
h
a
r
u
m
o
n
i
）
…
…
。

前
嵩
西
一
馬（
ま
え
た
け
に
し
・
か
ず
ま
）：

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
人
類
学
部
博
士
候
補
生
。早
稲
田
大
学
琉
球
・
沖
縄
学
研
究

所
客
員
研
究
員

れ
る
。つ
ま
り
、彼
は
そ
の
旗
を
た
だ
一
度
素
早
く

ひ
っ
く
り
返
す
だ
け
で
、日
本
と
い
う
国
家
と
平
和

の
政
治
的
レ
ト
リ
ッ
ク
に
横
た
わ
る
前
提
を
か
き
乱

す
。こ
の
行
為
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
が
、政
治
的
感
度
を

伴
っ
た
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

　

照
屋
に
と
っ
て
、こ
の
行
為
は
歴
史
感
覚
を
も
呼

び
起
こ
す
。す
な
わ
ち
、沖
縄
に
お
け
る
対
日
関
係
の

歴
史
で
あ
る
。そ
の
旗
は
ま
さ
に
、中
身
の
な
い
形
式

作
品「
ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
ス
・
セ
ッ
ト
」に
お
い

て
、オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
は
本
来
白
と
黒
で
あ
る

チ
ェ
ス
の
ボ
ー
ド
と
駒
を
、白
へ
と
塗
り
か

え
た
。
色
分
け
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

ゲ
ー
ム
が
進
む
ほ
ど
対
局
者
達
は
自
分
の

駒
を
追
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

最
初
に
作
ら
れ
た
「
ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
ス
・

セ
ッ
ト
」に
は
、盤
の
裏
側
に
付
さ
れ
た
真

鍮
の
プ
レ
ー
ト
に“

C
H
E
S
S
 S
E
T
 F
O
R
 

P
L
A
Y
IN
G
 A
S
 L
O
N
G
 A
S
 Y
O
U
 C
A
N
 

R
E
M
E
M
B
E
R
 W
H
E
R
E
 A
L
L
 Y
O
U
R
 

P
IE
C
E
S 
A
R
E
”

（
自
分
の
駒
を
覚
え
て
い
ら
れ
る

間
だ
け
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ェ
ス
・
セ
ッ
ト
）

と
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
。
1
9
8
7
年
、

ジ
ョ
ン
･
ケ
ー
ジ
の
7
5
回
目
の
誕
生
日
の

贈
り
物
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
オ
ノ
は

“
P
la
y 
It
 B
y 
T
ru
st
”

（
信
頼
し
て
駒
を
進
め

よ
）
と
呼
ば
れ
る
ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
ス
・
セ
ッ

ト
を
制
作
。そ
れ
以
来
、こ
の
作
品
は
そ
の

タ
イ
ト
ル
の
ま
ま
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。彼
女
の
チ
ェ
ス
に
対
す
る
関
心
を
、フ

ル
ク
サ
ス（
前
衛
芸
術
運
動
）
や
多
く
の
芸
術
家

達
の
2
0
世
紀
に
対
す
る
関
心
事
の
先
人

で
あ
る
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
も
の
と

関
連
付
け
る
者
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。し

か
し
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
は
異
な
り
、オ
ノ
・
ヨ
ー

コ
は
チ
ェ
ス
を
対
立
の
ゲ
ー
ム
で
は
な
く

平
和
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
す
る
事
で
、そ
の
概

念
を
反
転
さ
せ
た
最
初
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
。

彼
女
が
加
え
た
少
し
の
変
化
に
よ
っ
て
、

チ
ェ
ス
の
対
局
者
達
に
と
っ
て
は
闘
う
事

が
極
端
に
難
し
く
な
り
、そ
れ
に
よ
り
敵
同

士
の
間
に
は
新
し
い
関
係
性
が
生
ま
れ
、わ

か
ち
合
い
や
相
互
の
関
心
に
対
す
る
理
解

ま
で
も
が
育
ま
れ
る
可
能
性
を
も
つ
。ゲ
ー

ム
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、最
初
に
あ
っ
た
敵

対
関
係
よ
り
、さ
ら
に
大
き
な
共
感
を
抱
く

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
ど
う

や
っ
て
、
彼
女
は
こ
の
作
品
の
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

チ
ェ
ス
は
、戦
争
に
お
け
る
戦
略
ゲ
ー
ム
で

あ
る
。彼
女
に
と
っ
て
子
供
の
頃
の
最
も
鮮

明
な
記
憶
は
、第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り

に
近
づ
く
最
後
の
数
ヶ
月
間
の
も
の
で
あ

る
。東
京
大
空
襲
は
10
万
人
も
の
死
者
を
も

た
ら
し
、こ
の
爆
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
、オ

ノ
は
東
京
か
ら
疎
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。空
襲
が
始
ま
っ
た
時
彼
女
は
12
歳

で
あ
り
、そ
れ
ま
で
の
半
分
の
時
間
を
銀
行

家
の
父
親
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
ア
メ
リ

カ
で
過
ご
し
て
い
た
。日
本
と
ア
メ
リ
カ
の

両
方

│
攻
撃
と
犠
牲
の
両
方
の
側

│

で
成
長
し
、仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
両
方
の

環
境
で
育
て
ら
れ
た
と
い
う
境
遇
か
ら
、彼

女
は
幅
広
い
視
野
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

第
9
条
は
、〝
日
本
国
民
は
、国
権
の
発
動

た
る
戦
争
を
永
久
に
放
棄
す
る
〞
さ
ら
に

〝
国
の
交
戦
権
は
こ
れ
を
認
め
な
い
〞
と

明
記
し
て
い
る
。
こ
の
第
9
条
の
精
神
は
、

「
ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
ス
・
セ
ッ
ト
」の
ア
イ
デ

ア
と
繋
が
っ
て
い
る（
も
し
白
軍
と
黒
軍
の
違
い

が
国
家
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た

ら
、国
家
は
戦
争
を
放
棄
す
る
で
あ
ろ
う
）
。こ
こ
で

は
、敵
と
い
う
意
識
を
生
み
出
し
て
い
た
色

の
違
い
が
と
り
は
ら
わ
れ
て
お
り
、さ
ら
に 

〝
国
の
交
戦
権
は
こ
れ
を
認
め
な
い
〞（
対

局
を
し
て
い
る
間
は
、交
戦
状
態
が
相
互
の
理
解
と
な

る
の
で
あ
る
）
と
い
う
情
況
が
発
生
し
て
い
る
。

日
本
国
憲
法（
第
9
条
を
含
む
）
は
、日
本
国
民

の
平
和
に
対
す
る
強
い
切
望
を
伴
わ
な
い

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
草
案
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、日
本
国
民
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
改
正

が
な
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
っ
た
。戦
後
の

日
本
に
お
け
る
日
本
国
民
の
平
和
に
対
す

る
強
い
希
望
は
、オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
平
和
主

義
に
も
通
じ
、彼
女
の
芸
術
表
現
の
中
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

オ
ノ
の
平
和
に
対
す
る
一
貫
し
た
活
動
は
、彼
女
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
作
品
で
あ
る
1
9
6
9
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
た“

B
ed
-I
n
 f
o
r 
P
ea
ce
”

（
平
和

の
た
め
の
ベ
ッ
ド
・
イ
ン
）
や
、メ
ッ
セ
ー
ジ“

W
A
R
 I
S 
O
V
E
R
!/
IF
 Y
O
U
 W
A
N
T
 I
T
”

（
戦
争
は
終

わ
っ
た
／
も
し
も
あ
な
た
が
そ
う
望
む
な
ら
）
の
掲
示
を
通
し
て
、世
界
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
て
き
た
。

2
0
0
4
年
、オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
は
、平
和
の
た
め
の
レ
ノ
ン
・
オ
ノ
助
成
金
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
セ
イ
モ
ア
･
ハ
ー
シ
ュ
、そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
を
イ
ギ
リ
ス

に
漏
洩
し
た
と
し
て
18
年
間
投
獄
さ
れ
て
い
た
モ
ル
デ
ハ
イ
･
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
に
授
与
。昨
年
の
助

成
金
は
国
境
な
き
医
師
団
と
人
権
擁
護
セ
ン
タ
ー
に
贈
ら
れ
た
。

第
9
条
と「
ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
ス
・
セ
ッ
ト
」に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
同
じ
で
あ
り
、他
を

正
し
く
認
識
す
る
こ
と
、相
互
理
解
を
生
み
出
す
こ
と
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
。そ
う
。W

ar
 i
s 

O
ve
r,
 I
f 
Y
ou
 W
an
t 
It
.

（
英
文
テ
キ
ス
ト
よ
り
訳
出
、翻
訳
：
齋
藤
愛
子
）

大
浦
信
行
は
、1
9
8
6
年
に
富
山
県
立
近

代
美
術
館
の『
富
山
の
美
術 

‚8
6
』展
に

参
加
し
た
と
き
、自
分
の
作
品
が
こ
こ
ま
で

大
事
件
を
引
き
起
こ
す
と
思
っ
て
い
た
だ

ろ
う
か
。

大
浦
は
、
1
9
8
0
年
代
初
頭
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
制
作
し
た
リ
ト
グ
ラ
フ（
一
部
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
）
の《
遠
近
を
抱
え
て
》を
同
展

に
出
品
し
た﹇
★
2
﹈
。そ
れ
は
、昭
和
天
皇
や

古
今
東
西
の
図
像
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品

で
、会
場
に
は
1
4
点
の
う
ち
1
0
点
が
展

示
さ
れ
た
。会
期
中
に
美
術
館
は
4
点
を
購

入
し
て
、残
る
6
点
を
寄
贈
の
形
で
獲
得
し

た
。会
期
終
了
後
に
県
議
会
議
員
や
右
翼
の

批
判
を
受
け
る
と
、美
術
館
は
、す
ぐ
に
購

入
分
を
非
公
開
に
し
て
寄
贈
分
を
大
浦
に

返
却
し
、さ
ら
に
1
9
9
3
年
に
は
、購
入

昭
和
天
皇
と
皇
室
文
化
の
多
様
性

大
浦
作
品
の
大
き
な
特
徴
に
、昭
和
天
皇
の

図
像
の
選
択
が
あ
る
。大
浦
は
、今
日
流
通

し
て
い
る
天
皇
の
図
像
と
は
異
な
る
図
像

を
意
図
的
に
選
択
し
て
い
る﹇
★
4
﹈。

天
皇
の
衣
装
は
、戦
後
に
一
変
し
た
と
言
っ

て
よ
い
。
戦
前
の
天
皇
の
衣
装
と
言
え
ば
、

主
と
し
て
軍
服
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
で
あ

ろ
う
。儀
礼
等
で
日
本
の
伝
統
的
衣
装
を
着

て
い
る
姿
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、軍
服
姿
の
天
皇
の
図
像
は
、新
聞
報
道

や
ニ
ュ
ー
ス
映
画
、御
真
影
等
を
通
し
て
広

く
流
通
し
て
い
た
。そ
れ
に
対
し
て
、戦
後

の
天
皇
は
、新
聞
や
テ
レ
ビ
で
の
報
道
、皇

室
写
真
集
等
で
知
ら
れ
る
と
お
り
、洋
服
姿

を
し
て
い
る
。天
皇
の
衣
装
と
い
う
点
か
ら

通
し
て
見
て
み
る
と
、
そ
の
図
像
は
、「
戦

前
・
戦
中
の
軍
服
姿
」と「
戦
後
の
洋
服
姿
」

の
2
つ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う﹇
★

5
﹈。

大
浦
が《
遠
近
を
抱
え
て
》で
打
破
し
よ
う

と
し
た
の
は
、こ
の
二
分
法
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。大
浦
が
注
目
し
た
の
は
、そ
の
ど
ち

ら
に
も
属
さ
な
い「
戦
前
の
洋
服
姿
」の
天

皇
で
あ
っ
た﹇
★
6
﹈
。例
え
ば
、作
品
I
V
は
、

1
9
2
4
年
、当
時
摂
政
だ
っ
た
裕
仁
が
久

邇
宮
良
子
と
結
婚
し
た
後
に
撮
影
さ
れ
た

写
真
を
用
い
て
い
る
。裕
仁
は
モ
ー
ニ
ン
グ

を
着
て
、
左
手
は
手
袋
を
持
ち
な
が
ら
ス

テ
ッ
キ
を
つ
い
て
お
り
、非
常
に
西
洋
的
な

姿
を
し
て
い
る
。作
品
I
は
、1
9
2
3
年

頃
に
日
本
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
使
っ
て

い
る
。裕
仁
は
、オ
ー
プ
ン
・
カ
ー
に
乗
っ
て

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
て
い
る
。と
も

に
、戦
前
の
皇
室
が
い
か
に
西
洋
文
化
を
吸

収
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。だ
が
西

洋
的
な
の
は
洋
式
の
礼
装
と
近
代
的
な
自

動
車
だ
け
で
は
な
い
。パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
イ

コ
ノ
ロ
ジ
ー
を
説
明
す
る
際
に
用
い
た
有

名
な
た
と
え
に
あ
る
よ
う
に
﹇
★
7
﹈
、帽
子

を
持
ち
上
げ
る
と
い
う
行
為
は
、西
洋
世
界

に
特
有
の
礼
儀
正
し
い
挨
拶
で
あ
る
。つ
ま

り
裕
仁
は
、単
に
西
洋
の
品
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、そ
の
文
化
を
習
慣
と
し

て
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、展
覧
会
に
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
4

点
の
う
ち
の
1
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。そ

こ
で
は
、戦
前
・
戦
中
に
典
型
的
な
軍
服
姿

の
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
が
使
わ
れ
て
い
る
。そ

れ
は
、1
9
3
0
年
、岡
山
県
で
行
わ
れ
た

陸
軍
特
別
大
演
習
の
観
兵
式
の
と
き
の
写

真
で
あ
る
。大
元
帥
で
あ
る
天
皇
は
、自
ら

好
ん
だ
白
馬
に
跨
っ
て
写
っ
て
い
る
。白
馬

の
も
つ
神
聖
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、天
皇

の
統
帥
権
に
神
話
的
な
力
が
付
与
さ
れ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、大
浦
が
興
味
を

も
っ
た
の
は
そ
れ
と
は
正
反
対
の
こ
と

だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。と
い
う
の
も
大

浦
は
、同
じ
く
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
別
の
作

品
で
、
幼
少
時
の
裕
仁
が
白
馬
の
木
馬
に

跨
っ
て
遊
ん
で
い
る
写
真
を
使
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。調
度
類
に
舶
来
品
を
揃
え
た

川
村
伯
爵
邸
で
育
て
ら
れ
た
裕
仁
は
、フ
ラ

ン
ス
製
の
女
子
の
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着

せ
ら
れ
て
、同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
製
の
木
馬
で

遊
ん
で
い
た
と
い
う
く
ら
い
西
洋
文
化
に

浸
っ
て
い
た
。大
浦
は
、こ
の
木
馬
で
遊
ぶ

幼
い
裕
仁
の
写
真
を
、本
物
の
白
馬
に
跨
っ

た
大
元
帥
の
写
真
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、神
聖
に
し
て
英
雄
的
な
威
厳
を
も

つ
と
さ
れ
た
戦
前
の
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

西
洋
文
化
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
幼
少
期
の

世
界
へ
と
送
り
返
そ
う
と
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

《
遠
近
を
抱
え
て
》は
、戦
前
の
洋
服
姿
の
天

皇
に
対
す
る
大
浦
の
関
心
の
大
き
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
写
真
が
示
し
て
い

る
の
は
、皇
室
の
文
化
が
伝
統
的
な
日
本
文

化
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、む
し
ろ
、戦
前

の
歴
史
に
お
い
て
で
さ
え
、多
様
性
と
混
淆

性
を
備
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

自
画
像
と
し
て
の
天
皇

次
に
検
討
す
べ
き
な
の
は
、大
浦
が《
遠
近

を
抱
え
て
》を「
自
画
像
」と
呼
ん
だ
理
由
で

あ
る
﹇
★
8
﹈
。こ
の
作
品
を
め
ぐ
る
一
連
の

事
件
の
あ
い
だ
、大
浦
は
、自
分
の
意
図
は

天
皇
を
茶
化
す
こ
と
で
も
批
判
す
る
こ
と

で
も
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。あ
る

批
評
家
が
、天
皇
を
批
判
的
に
扱
っ
た
山
下
菊
二
や
工
藤
哲
巳
と
大
浦
を
比
較
し
た
と
き
、大

浦
は
困
惑
し
た
様
子
さ
え
見
せ
て
い
る
。天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
は
、美
術
史
や
大
衆
文
化
か
ら
取

ら
れ
た
他
の
図
像
と
比
べ
て
も
、頻
繁
に
作
品
中
に
登
場
し
て
い
る
。彼
の
意
図
が
、自
画
像
を

制
作
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
、彼
が
、天
皇
と
自
分
自
身
を（
同
一
視
で
は
な
い
に
せ
よ
）重
ね

合
わ
せ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

1
9
4
9
年
生
ま
れ
の
大
浦
は
、ア
メ
リ
カ
文
化
が
生
活
に
浸
透
し
た
戦
後
の
日
本
に
育
っ
た
。

お
そ
ら
く
、日
本
に
い
た
頃
の
大
浦
は
、同
世
代
の
多
く
と
同
様
に
、天
皇
を
日
本
文
化
の
伝
統

の
象
徴
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。彼
が
、天
皇
を
、西
洋
文
化
を
最
も
吸
収
し
た
日
本
人

の
一
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、1
9
7
6
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
移
っ
て
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。大
浦
は
、外
国
の
文
脈
で
天
皇
に
つ
い
て
考
え
始
め
、西

洋
文
化
に
取
り
囲
ま
れ
た
自
ら
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

作
品
V
I
で
、大
浦
は
、天
皇
の
図
像
を
用
い
て
、異
国
の
地
で
自
ら
得
た
体
験
と
関
心
を
表
現

し
て
い
る
。こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、1
9
2
1
年
に
皇
太
子
が
イ
ギ
リ
ス
訪
問
時
に
招

か
れ
た
ロ
ン
ド
ン
市
長
主
催
の
午
餐
会
の
記
念
写
真
で
あ
る
。皇
族
が
国
外
に
出
た
最
初
の
出

来
事
と
さ
れ
る
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
は
、外
交
的
な
目
的
よ
り
も
、将
来
の
天
皇
に
対
す
る

教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、皇
太
子
は
日
本
の
代
表
と
し
て
振
る
舞
う
重
責
を
感
じ
て

い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
写
真
に
写
さ
れ
た
皇
太
子
は
、主
賓
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、中
央
の
座
を
占
め
る

ロ
ン
ド
ン
市
長
の
堂
々
た
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。手
で
ナ
プ
キ
ン
を
い

じ
っ
て
お
り
、目
は
伏
し
目
が
ち
で
あ
る
。随
行
者
に
よ
る
後
年
の
回
想
で
は
、皇
太
子
は
午
餐

会
の
間
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら
ず
、ワ
イ
ン
も
タ
バ
コ
も
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う﹇
★
9
﹈
。そ
れ

と
対
照
的
だ
っ
た
の
が
、向
か
っ
て
右
側
に
立
つ
エ
ド
ワ
ー
ド
8
世
、後
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー
公

だ
っ
た
。当
時
、皇
太
子
だ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
8
世
は
、裕
仁
よ
り
も
ず
っ
と
見
栄
え
の
良
い
軍

服
を
身
に
ま
と
い
、ワ
イ
ン
も
タ
バ
コ
も
嗜
み
な
が
ら
隣
の
席
の
者
と
大
声
で
談
笑
す
る
な
ど
、

ひ
と
際
輝
き
を
放
っ
て
い
た
。

裕
仁
は
、非
西
洋
人
の
主
賓
と
し
て
眼
差
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ

ろ
う
。日
本
人
は
、イ
ギ
リ
ス
人
の
招
待
客
の
ほ
と
ん
ど
に
と
っ
て
見
慣
れ
な
い
存
在
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。大
浦
が
、威
厳
に
満
ち
た
天
皇
の
図
像
の
代
わ
り
に
こ
の
写
真
を
選
ん
だ
の

は
、こ
の
写
真
が
、裕
仁
が
感
じ
た
で
あ
ろ
う
気
後
れ
や
戸
惑
い
を
映
し
出
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。皇
太
子
の
写
真
は
、女
性
の
裸
体
を
断
片
化
し
た
マ
ン
・
レ
イ
の
写
真
と
並

べ
ら
れ
て
い
る
。同
じ
く
眼
差
し
の
対
象
で
あ
る
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
キ
キ
と
併
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、大
浦
は
、眼
差
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
居
心
地
の
悪
さ
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

作
品
I
I
I
も
同
様
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
写
真
は
、7
5
年
の
天

皇
の
初
訪
米
時
に
訪
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
撮
ら
れ
た
も
の
で
あ

三島は今も生きている
文：鈴木邦男

Yasumasa Morimura

Season of Passion –A Requiem:

MISHIMA 1970.11.25 - 2006.4.6

森村泰昌

定の時は、日本は革命前夜の危機になる。その危機を逆手に

取って、クーデターを行ない、憲法を改正するのだ！」と

言っていた。

危険極まりない話だ。しかし、警察も政府も「危険」とは思わ

なかった。「作家の遊び」だと高を括っていたのだ。文学的

「パフォーマンス」だと思っていた。それ以外の何物でもな

いと。世界的大作家の三島が本気でクーデターなど考える

わけはない。次なる作品のための「題材」として軍隊ごっこ

をやっているのだ！と思った。

当時、僕は右翼学生運動をやっていたが、僕だってそう思っ

た。俺たちこそが左翼と闘い、共産革命を防いでいる。三島

の「楯の会」は遊びだと思っていた。我々の運動をやめて「楯

の会」に入る後輩もいた。「馬鹿な奴らめ」「ミーハーめ」と

苦々しく思っていた。

その三島が決起した。そして自決した。「本気だったのか」と

驚いた。当時の首相・佐藤栄作も防衛庁長官・中曽根康弘も

困惑・狼狽し、「気が狂ったとしか思えない」と口走った。そ

れほど「ありえない」ことだったし、「あってはならない」事

だった。

三島は、「楯の会」の森田必勝と共に自決した。森田は25才。

実は、森田と私は、早稲田大学で一緒に右翼学生運動をやっ

ていた仲間だった。森田は初めは「一般学生」だった。僕らが

学内で左翼学生と論争し乱闘するのは遠巻きにして見てい

る「一般学生」。その一人だった。その彼に私は声をかけ、喫

茶店で話をし、運動の世界に引き込んだ。

真面目で熱心な活動家だった。三島は僕らの集会や合宿に

よく来てくれた。僕らは作家として三島に対した。しかし森

田は三島の中に行動者を見た。この人なら、と思った。そし

て右翼学生運動をやめ、三島の「楯の会」に入った。

実は、三島事件の時は、もう「革命の危機」は去っていた。東

大安田講堂攻防戦が最後だった。警察の力づくの弾圧のも

とに、鎮圧されていた。「革命の危機が去ったんだから、もう

いいだろう」と右翼学生も「闘いの現場」から撤退していた。

大学院に入ったり、就職したり、政治家の秘書になったり、

郷里に帰って家業を継いだり……と。もう、学生運動は「終

わったこと」だった、僕自身も、新聞社に就職していた。

そんな時に、三島事件が起こった。三島の「遊び」ではなかっ

た。単なるパフォーマンスではなかった。それ以上に驚いた

のは森田のことだった。俺たちは運動も諦めたのに、森田は

まだ続けていた。そして自決した。運動に誘い込んだ俺たち

は、もう運動の世界から足を洗っていたのに。申し訳ないと

思った。「やましさ」「うしろめたさ」を感じた。又、私を中心

に思いを同じくする昔の仲間たちが集まり、後に新右翼運

動と呼ばれることになる「一水会」を作った。

三島事件がなかったら、僕はあのまま新聞社にいた。平穏な

生活を送っていた。運動の世界に戻ることなどなかった。三

島事件は僕、いや僕らを運動の世界に引き戻した事件だっ

た。

だから、三島事件の映像を見ると、冷静ではいられない。今

でも血が騒ぐ。僕だけではない。右翼も左翼も、この事件に

衝撃を受けた。大きな影響を受けた。極端に言うならば、こ

れ以降の社会運動の全ては、三島由紀夫が指導し、引っ張っ

てきた。そうも言えるだろう。

社会運動の世界だけではない。政治も思想もそうだ。三島の

死後37年、多くの人々は思った。「やっぱり三島の言った通

りになった」「三島が正しかった」と。三島の言ったことを

「実証」する為にのみ、この37年はあった。

あの時、自衛隊に向かって三島は言った。

「このままでは自衛隊は魂のない巨大な武器庫になる」

「自主性を回復しなければ、自衛隊は永遠にアメリカの傭兵

になる」

実際、そうなっているではないか。又、三島は憲法改正を訴

え、改憲試案を書いている。その中で、国軍建設を言いなが

ら、徴兵制には反対している。国防は国民の名誉ある権利だ

から、「義務」にすべきではないと言うのだ。又、女帝をも認

めている。３７年前は皇太子さま（今の天皇陛下）にお二人

の男のお子さまが産まれ、

皇室の将来は万々歳と思わ

れていた。誰一人として、女

帝を考える人はいない。三

島だけが今の事態を見通し

ていたのだ。「今は大丈夫だ。

しかし、いつかは男の子が

いなくなるかもしれない」

と思っていたのだ。「不敬」

と思われても構わない。こ

れは試案に書くべきだと

思ったのだ。

さらに「愛国心という言葉

は嫌いだ」と衝撃的なこと

を言っている。共同体の一

人なのに、自分だけピョン

と飛び出して、この国を愛

している、などという気持

ちが嫌だという。又、「愛国

心」には「官製のにおい」が

すると言う。愛国心を強制

しようとする現在の状況を

見通していたのだ。

三島は今も生きている。森

田も生きている。20世紀の

一つの題材として森村は切

り取ったつもりでも、三島

の方ではそうはゆくものか

と思う。森村の肉体を借り

て、甦ろうとする。

僕は三度、見た。このパ

フォーマンスを。いや、実際

に見たのは築地本願寺で松

岡正剛主催の「連塾」で見た。

あとの二回はビデオだ。一

回はシュウゴアーツ。もう

一回は横浜美術館での巨大

スクリーンに映されたもの

だ。震えた。三島由紀夫が

甦ったと思った。

それと同時に、森村に嫉妬

した。うらやましかった。チ

クショー、こんな手があっ

たのか、と思った。

だって、この37年間、我々

右翼は皆、思っていた。「三

島事件に続け！」と。左翼

だって「三島に先を越され

た。三島を越えろ！」と言っ

ていた。でも、誰も続くこと

は出来なかったし、越える

ことも出来なかった。

とりわけかわいそうなのは

「楯の会」だ。100人の「楯の

会」のうち、決起に連れて

いってもらえたのは、4人

だけだ。そして共に死んだ

のは森田一人だ。100人全

員が、「三島先生と一緒に決

起します」「一緒に死ぬ」と

誓っていたのに。「なぜ連れて行ってくれなかったのか」と

三島を怨んだ。しかしチャチな事件を起こしたり、後追い自

殺をしては、「三島先生を汚すものだ」と思う。そのジレンマ

の中で生を強制されてきた。20代前半でありながら、老人の

ようだった。「楯の会」の「生き残り」と言われた。

ここ一番の、いい舞台は三島が取ってしまったのだ。華々し

い舞台もなければ、華々しく死ぬことも出来ない。悶悶とし

て生き、悶悶として死ぬしかない。

そう思っていた時に、森村泰昌の「三島パフォーマンス」に

出会った。いいなあ、アーティストは、と思った。こんな形で

三島になれる。三島事件を追体験できる。うらやましかった。

でも、よく見ると、違う。三島とは違う。演説も違う。

お前ら聞けえ。いま日本がだ、ここでもって立ち上がらなけ

れば、諸君てものはだね、永久に外国の奴隷である

森村は別に自衛隊に向かって演説しているのではない。何

と日本の芸術家、表現者に向かって檄を飛ばしているのだ。

諸君は表現者だろう。それならば、自分を否定する表現に、

どうしてそんなに憧れるんだ。自分を否定する現代の日本

の芸術の流行りすたりに、どうしてそんなにペコペコする

んだ。そうしている限り、諸君てものは永久に救われんぞ

そうか、森村はこれが言いたかったのか。パフォーマンスの

形態をとりながら、自分の本音を言っている。さらに演説は

続く。

多くの間違った文化現象がこの世に跋扈している。芸術が

めざすものとはなんだ。日本的なるものとはなんなんだ。み

んな、みんな間違っている。あいつもこいつも間違っている。

この間違いに気がついたものはいないのか。君たちの中に

ひとりでも俺と一緒に立ち上がる奴はいないのか

わかった。わかったよ。諸君は芸術のために立ち上がらない

と見極めがついたよ。これで俺の芸術に対する夢はなく

なったんだ

そして「永遠の芸術万歳」をやる。これこそが森村の本心だ

ろう。孤独な絶叫だろう。演じながら森村は思ったはずだ。

「ヤバイ！芸術家として越えてはならない一線を越えた」と。

このまま俺は死ぬのではないか。誰も芸術の為に死なない。

俺だけが死ぬ。題材だったはずの三島は、生命を得て、森村

の背中を押す。

芸術家は常に、そうした危機的な現場にいる。ギリギリの場

にいる。森村は「三島」を三度やり、「もうやりたくない」と

言った。その気持ちは分かる。しかし、三島が許さないだろ

う。これからが森村の正念場だ。生か死かの闘いだ。これを

見て、世の多くの人々は、「ああ、芸術家でなくてよかった」

と思うだろう。そう思わせる恐ろしいアートだ。

　

鈴木邦男:一水会顧問

遠近を抱えて
（1982 ‒ 1985年） リトグラフ・シルクスクリーン

分
を
匿
名
の
個
人
に
売
却
し
、図
録
4
7
0
冊
を
焼
却
処
分
に
し
た
。こ
の
間
、大
浦
作
品
を
鑑

賞
す
る
市
民
の
会
を
中
心
に
、県
立
図
書
館
で
図
録
の
公
開
を
求
め
、美
術
館
で
特
別
観
覧
を

申
請
す
る
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。1
9
9
4
年
に
大
浦
と
そ
の
支
持
者
は
、作
品
の
買
い
戻
し

と
図
録
の
再
発
行
を
求
め
る
国
家
賠
償
請
求
を
行
っ
た
が
、2
0
0
0
年
に
最
高
裁
で
上
告
が

棄
却
さ
れ
て
原
告
の
敗
訴
に
終
わ
っ
た﹇
★
3
﹈。

1
9
8
6
年
に
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
て
以
来
、事
件
や
裁
判
に
関
す
る
様
々
な
分
析
が
行
わ
れ

た
。多
く
の
論
考
は
、表
現
の
自
由
や
天
皇
制
を
め
ぐ
る
政
治
的
禁
忌
と
い
っ
た
社
会
的
な
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、大
浦
の
作
品
自
体
を
分
析
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。こ
の
論
考

で
は
、第
一
に
大
浦
の
作
品
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
。な
ぜ
、そ
し
て
ど
の
よ
う
に
、大
浦

は
天
皇
の
写
真
を
使
っ
た
の
か
。第
二
に
、な
ぜ
大
浦
は
こ
の
作
品
を「
自
画
像
」と
呼
ん
だ
の

か
。自
分
の
図
像
を
一
切
用
い
て
い
な
い
作
品
が
自
画
像
で
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
な
の
か
。

本
稿
で
は
、こ
う
し
た
問
題
を
検
討
し
つ
つ
、作
品
が
有
し
た
社
会
的
な
機
能
を
考
え
て
み
た

い
。大
浦
の
写
真
の
選
択
は
、1
9
8
0
年
代
か
ら
1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
の
日
本
の
社
会

的
・
政
治
的
な
文
脈
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
浦
信
行
古
い
写
真
の
な
か
の
天
皇
の
新
し
い
衣
装

大
浦
信
行
の《
遠
近
を
抱
え
て
》と

1
9
8
0
年
代
日
本
の
文
化
と
政
治

文‥

加
治
屋
健
司

［★1］
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「無題（鳥居）」（2007年）
フォト・インスタレーション

文：渡辺真也

下
道
基
行

照
屋
勇
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る
。天
皇
は
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
パ
レ
ー
ド
を
見

て
微
笑
ん
で
い
る
。ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
プ
ロ

ス
ペ
ク
ト
・
パ
ー
ク
を
背
景
と
す
る
こ
の
作

品
は
、天
皇
を
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
で
捉
え
よ

う
と
し
て
い
る
。こ
の
連
作
を
制
作
し
て
い

た
頃
、作
家
は
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
・
パ
ー
ク
の

近
く
に
住
ん
で
い
た
。大
浦
は
、ひ
と
気
の

な
い
公
園
に
天
皇
を
置
い
て
み
る
こ
と
で
、

天
皇
の
居
心
地
の
悪
さ
を
自
分
の
問
題
と

し
て
引
き
受
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

大
浦
に
と
っ
て
、天
皇
と
は
、特
権
的
な
環

境
の
も
と
で
西
洋
文
化
を
十
分
に
吸
収
し

た
日
本
人
で
あ
る
と
同
時
に
、実
際
の
西
洋

社
会
に
お
い
て
は
眼
差
し
の
対
象
と
し
て

居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
存
在
で

も
あ
っ
た
。日
本
を
離
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
ん
で
い
た
大
浦
が
、天
皇
の
図
像
を
用
い

て
自
画
像
を
描
こ
う
と
し
た
の
は
、お
そ
ら

く
そ
こ
に
自
分
と
共
通
す
る
も
の
を
見
出

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。十
分
西
洋
化
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、い
や
だ
か
ら
こ
そ
、

西
洋
に
お
い
て
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
、あ
る

種
の
居
心
地
の
悪
さ
を
天
皇
の
図
像
の
中

に
見
つ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。《
遠

近
を
抱
え
て
》が
自
画
像
で
あ
る
と
い
う
の

は
、そ
の
意
味
で
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

お
わ
り
に

1
9
8
0
年
代
の
日
本
の
政
治
的
状
況
の

変
化
に
昭
和
天
皇
は
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
。1
9
8
5
年
の
天
皇
在
位
6
0
周
年
記

念
と
1
9
8
9
年
の
死
去
は
、
政
治
的
な

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
生
ん
だ
。1
9
8
8
年

に
天
皇
の
病
状
が
報
じ
ら
れ
る
と
、日
本
の

メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
自
粛
モ
ー
ド
に
包
ま

れ
、「
真
面
目
」で
な
い
番
組
や
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
放
映
が
控
え
ら
れ
た
。天
皇
の
戦
争
責

任
に
言
及
し
た
長
崎
市
長
の
本
島
等
が
、右

翼
団
体
の
構
成
員
に
銃
撃
さ
れ
る
事
件
が

起
こ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
席
巻
し
た
8
0
年
代
に

こ
う
し
た
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
生
じ
た
背

景
に
は
、日
本
文
化
の
頽
落
へ
の
憂
慮
が
天

皇
を
守
る
言
説
に
転
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
れ
は
、3
0
年
以
上

前
に
三
島
由
紀
夫
が
行
っ
た
議
論
と
響
き

合
っ
て
い
る
。「
文
化
防
衛
論
」に
お
い
て
、

天
皇
を
文
化
概
念
と
し
て
捉
え
、文
化
の
全

体
性
を
代
表
し
て
い
る
と
見
な
し
た
三
島

は
、日
本
文
化
の
全
体
性
を
守
る
た
め
に
は
、

天
皇
が
軍
隊
に
栄
誉
を
与
え
る
文
化
的
存

在
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
﹇
★
10
﹈
。

だ
が
、大
浦
に
よ
る
天
皇
の
図
像
の
選
択
が

明
ら
か
に
し
た
の
は
、天
皇
が
日
本
文
化
の

全
体
性
を
担
保
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。大
浦
は
、自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
を
通
し
て
、天

皇
の
文
化
的
非
同
質
性
を
考
察
し
た
の
で

あ
る
。

1
9
8
0
年
代
半
ば
の
日
本
に
お
い
て
、

《
遠
近
を
抱
え
て
》が
正
当
に
評
価
さ
れ
る

場
所
は
限
ら
れ
て
い
た
。過
去
の
美
術
作
品

の
引
用
か
ら
な
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
作
品

と
い
う
解
釈
は
あ
り
得
て
も
、日
本
の
近
現

代
史
に
対
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
問

い
か
け
だ
と
理
解
さ
れ
る
に
は
、大
浦
作
品

の
登
場
は
い
さ
さ
か
早
す
ぎ
た
。

大
浦
の
裁
判
闘
争
は
、1
9
6
0
年
代
の
赤

★1　本稿は、2005年5月20日か

ら21日にかけてニューヨーク大

学美術研究所で行われたワーク

ショップ “Claims to Authority: 

Workshop on Modern and 

Contemporary East Asian Art” 

において、 “ E m p e r o r  i n  

Disguise, Emperor as Disguise: 

Oura Nobuyuki’s Holding 

Perspective and the Culture 

and Politics of Eighties Japan” 

の題目で発表した論文に、大幅な

加筆と訂正を施した「大浦信行の

《遠近を抱えて》はいかにして90

年代的言説を準備したか」（『あい

だ』第112号［2005年4月］、2-14

頁．『9.11-8.15 日本心中』［国立

工房、2006年］、24-29頁に再録）

を、本展覧会の図録に合わせて、

大幅に縮小したものである。詳し

くは、上記論文を参照されたい。

★2　『富山の美術 ’86』展は、86

年3月13日から4月13日まで開催

された。

★3　《遠近を抱えて》は、84年に

ギャラリー山口で開かれた個展

で初めて展示された。

★4　事件の概要と裁判の展開に

ついては、『富山県立近代美術館

問題・全記録』（桂書房、2001年）

を参照。

★5　ジョン ダワーは、この二つ

のイメージについて言及してい

る。John W. Dower, Embracing 

Defeat: Japan in the Wake of 

Wor ld  War  I I  (New York :  

W.W. Norton & Co., 1999), p. 

330（邦訳　ジョンダワー『増補

版　敗北を抱きしめて（下）』三浦

陽一・田代泰子・高杉忠明訳（岩波

書店、2004年）、77頁）

★6　一枚を除いた全ての写真

は、 『別冊1億人の昭和史　昭和 

天皇史』（毎日新聞社、1980年）か

ら取られている。

★7　Erwin Panofsky, Intro-

duction to Studies in Iconol-

ogy: Humanistic Themes in the 

★１　日の丸の旗は、1999年に初め

て公式に国旗となった。

★２　この論考は、デリダの講演

“Interpretations at War: Kant, 

the Jews, the German” (New 

Literary History 22,1991: p39-95)

に、一片の着想を得た。照屋勇賢の

「作品」あるいは「平和」（＝ピース）へ

の私なりの「解釈」もまた、常にそして

すでにあらゆる国家の主張に含まれ

る規範における「法外なもの」(同上、

88)を扱おうとするものである。 

★３　Michel Foucault, This is 

not a pipe, a translation of Ceci 

n’est pas une pipe (University of 

California Press, 1983), p36.

★４　たとえば以下を参照のこと。

鵜飼哲｢美しい危険たち̶̶レヴィナ

ス、デリダ、日本国憲法｣、『応答する

力 来るべき言葉たちへ』(青土社、

2003年)所収、55頁。

★５　日本国憲法、9条

★６　たとえば、仲里効の最近の著

作を見よ。『オキナワ、イメージの縁』、

2007年、未来社。『「沖縄問題」とは何

か』、2007年、弦書房。

Art of the Renaissance [1939] (New York: Harper & Row, 1972), p. 

3-31（邦訳　エルヴィン・パノフスキー「序論」『イコノロジー研究（上）』浅

野徹・塚田孝雄・福部信敏・阿天坊耀・永沢峻訳（ちくま学芸文庫、2002

年）、31-81頁）

★8　大浦信行「自分自身の肖像画として̶̶作者の立場から」（『公立美術

館と天皇表現』、7-12頁）。

★9　名倉聞一「英国印象断片」、猪瀬直樹監修『目撃者が語る昭和史　第

1巻　昭和天皇』（新人物往来社、1989年）、76-77頁。

★10　三島由紀夫「文化防衛論」『決定版　三島由紀夫全集35』（新潮社、

2003年）、15-51頁。ただし、三島は文化概念としての天皇に「文化の無差

別包括性」を見出しており、その文化概念を極めて広く考えている。

加治屋健司：広島市立大学芸術学部准教授

瀬
川
原
平
の
千
円
札
裁
判
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
、特
権
的
な
前
衛
意
識
に
基
づ
く
芸
術

の
擁
護
で
は
な
か
っ
た
。む
し
ろ
、天
皇
を

神
聖
視
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
復
活
に
対
す
る
抵
抗
の
運
動
で

あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。大
浦
と
そ

の
支
援
者
は
、集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、出

版
物
を
通
し
て
、芸
術
家
の
間
に
政
治
的
な

意
識
を
高
め
て
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
復
活

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。大
浦
の《
遠
近

を
抱
え
て
》は
、そ
の
内
容
に
お
い
て
だ
け

で
な
く
、そ
れ
が
な
し
た
行
為
に
お
い
て
も
、

芸
術
を
用
い
た
日
本
の
近
現
代
史
に
対
す

る
批
判
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

1
9
9
0
年
代
の
日
本
美
術
に
お
い
て
重

要
な
論
点
と
な
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

「ホワイト・チェス・セット」（1996年）
木製チェス盤, 二脚の木製椅子, 木製チェスセット, すべて白にペイント

文：渡辺真也

オノ・ヨーコ Yoko Ono
White Chess Set
Text: Shinya Watanabe

「ザ・フォービドゥン・ボックス」（1995年）
ポリエステルシルク平織りにプリント、リード線、木箱

所蔵：株式会社ベネッセコーポレーション / Benesse Corporation

文：渡辺真也

柳幸典
Yukinori Yanagi
The Forbidden Box
Text: Shinya Watanabe

「バンザイ・コーナー」（1991年）
文：渡辺真也

柳
幸
典　

Yukinori Yanagi
The Banzai Corner

Text: Shinya Watanabe

すなわちヤマトンチューとの関係や、当時沖縄を占領していた

米国との関係を作中に忍ばせたのではないかと言われている。

この柳の作品「バンザイ・コーナー」は、バンザイするウルトラ

マンの自己投影が、全体として軍艦旗を描き出している。第二

次大戦中、サイパン島北端にあるバンザイクリフでは、多くの

日本兵がアメリカ兵からの投降勧告、説得に応じず「天皇陛下、

万歳」を叫びながら投身自殺して行った。私には、この柳の作品

が第二次世界大戦、そしてその後の日米関係や沖縄の米軍基

地の問題、さらに戦争を肯定する「他者」の否定が生まれがち

な日本の閉鎖的状況を、ウルトラマン、そして沖縄というフィ

ルターを通して扱ったもののような気がしてならない。

意味はけっして原理でも起源でもなく…生産されるものである
ジル・ドゥルーズ
個人の幻想と共同幻想は逆立する
吉本隆明

「
さ
か
さ
ま
の
日
の
丸
」旗

平和と解釈の不和、もしくは戦時下の解釈
9条、沖縄、日本 文：前嵩西一馬

「なにものかへのレクイエム（MISHIMA）
1970.11.25 - 2006.4.6」（2006年）　DVD作品 ７分４２秒

Yukio Mishima is Still Alive
Text: Kunio Suzuki


